
 

令和５年度 学校評価【定時制】 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月 15日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の定
着、専門教育
の充実、共通
教科と専門教
科のバランス
に配慮した教
育課程編成や
組織的な授業
改善に取り組
む。 

②専門教育充実
のため、資格
取得の推進、
企業や職業技
術校等との連
携や三修制の
強化など、夜
間定時制高校
としての魅力
をより一層充
実する。 

③学校行事や生
徒会活動を充
実させ、生徒
の主体的活動
を推進する。 

 

①新教育課程の実施状
況を把握し、課題の
整理や関係機関との
調整を図る。新教育
課程を意識した授業
改善に取り組む。 
 

②資格取得への動機付
けを積極的に行い、
取得率向上に向けた
対策を実施する。ま
た、企業・上級学校等
と連携し、工業教育
の充実を図る。さら
に、三修制の制度を
説明し、生徒の理解
を深める。 
 

③学校行事では、感染
防止対策を講じた上
で生徒が安全・安心
で主体的・対話的か
つ充実して取組める
ように内容を検討す
るとともに、通常の
教育活動に向けた実
施の支援を推進す
る。 

①新教育課程における
定通併修単位認定校
との連携、学校外活
動による単位認定、
０時限授業の実施に
関連した課題を整理
し体制を整える。新
教育課程を意識した
授業改善や評価方法
等の確認を行う。 
 

②社会的・職業的自立
の意義を意識させな
がら、資格取得に対
する動機付けを積極
的に行い、丁寧な指
導や補習を行う。企
業や上級学校等と連
携した工業教育を行
う。生徒に対する三
修制についての説明
と、指導体制を充実
させる。 
 

③アフターコロナを見
据えながら、生徒の
安心・安全を最大限
に優先しつつ、生徒
が主体的・対話的に
コロナ以前と同様の
規模で積極的な学校
行事や生徒会活動を
行うため機会を増や
す。 

①生徒にとって、定通
併修や学校外活動、
０時限授業に取り
組みやすい体制を
整えられたか。研究
授業や授業見学等、
授業改善に向けた
機会が十分に設け
られたか。生徒によ
る授業評価アンケ
ート結果で改善が
見られたか。 
 

②生徒の資格受検率
および取得率が昨
年度に比較して増
加したか。企業・上
級学校等と連携し
た教育活動を実施
できたか。昨年度に
比較して三修制に
取り組む生徒が増
加したか。 
 

③マラソン大会・体育
祭・文化祭・球技大
会等の学校行事や
生徒会活動につい
て、生徒が主体的・
対話的に取り組め
たか。昨年度よりも
各行事への生徒の
出席率が向上した
か。 

①定通併修単位認定校と
の連絡・調整を行うと
ともに、学校外活動に
よる単位認定や０時限
授業の実施に関連した
課題を整理し、多様な
学びに対応できる体制
の整備をすすめた。新
教育課程を意識した授
業改善に向け、全日制
と定時制で互いに授業
を見学する機会を設け
た。 

 
②授業や LHR 等で資格取
得に対する動機付けを
積極的に行い、始業前
や授業後に補講の機会
を設けた。生徒に対す
る三修制の説明と、三
修制に係る学習支援体
制の充実をすすめた。 

 
③安全や感染防止に配慮
し、コース、実施種目、
形態を工夫し、コロナ
以前の規模に向けて十
分な準備をしたこと
で、参加率がマラソン
大会は 80％となり、体
育祭は 65%から 77%に増
加した。 

①基礎学力の定着
と専門教育の充
実に向け、定通併
修や学校外活動
による単位認定、
０時限授業を活
用した更なる学
習指導体制の整
備をすすめる。 
 

②さらなる資格受
験率と合格率の
向上を目指して
引き続き指導を
行うとともに、企
業・上級学校等と
連携した教育活
動について検討
していく。生徒が
自己のキャリア
形成と関連づけ
ながら三修制を
活用できるよう
支援していく。 

 
③今後も感染防止

に最大限配慮し
ながら学校行事
を実施するとと
もに、アンケート
で生徒の満足度
を把握し、より良
い学校行事の在
り方を検討する。 

①三修制は学習意欲を高
める制度の一つであり、
定通併修や校外での学
習の単位認定制度をさ
らに推進し活用すると
ともに、個別の生徒に寄
り添った指導を行って
ほしい。 

 
②卒業後のキャリアプラ
ンに沿って資格がどの
ように活きるかを生徒
が意識した支援と卒業
時には何らかの国家資
格を取得できるようご
指導願いたい。 
工業高校の特色を生か
した学習を通じて、社
会に出て役に立つ資格
の取得を進めて欲し
い。 
 

③生徒数が少ないメリッ
トを活かして定型的に
行事を行うのではなく、
必要な行事と生徒のニ
ーズにより、その年度ご
とに違った行事を検討
してもらえると主体性
に繋がり、自分事に捉え
て学校生活が充実して
いくと考える。  

①定通併修や学校外活
動による単位認定制
度の整備により、生
徒が三修制に取り組
みやすい体制を整え
ることができた。生
徒が意欲的に継続し
て学習に取り組める
よう、学習支援を充
実させることが課題
である。 

 
②丁寧な資格取得指導
により、在籍生徒の
約３割が検定や技能
講習等の資格取得に
至った。企業や上級
学校等と連携した工
業教育に向けた取組
が課題である。 

 
③学校行事の在り方に
ついて、安全や感染
防止に最大限配慮
し、昨年度よりコロ
ナ前と同様に遠足、
マラソン大会、体育
祭、文化祭、修学旅行
といった行事を実施
し、生徒数が減少し
てはいるが参加率を
向上させることがで
きた。 

 

①多様な教育的ニーズをも
つ生徒が在籍しているこ
とを踏まえ、授業力向上
のための校内研修や研究
授業等に全職員で取り組
むとともに、少人数であ
る定時制のメリットを生
かした一人ひとりの生徒
に寄り添った指導と、三
修制に取り組む生徒に対
する学習支援の充実を推
進する。 

 
②各種検定を活用し、生徒
が卒業後のキャリアプラ
ンと関連付けて国家資格
取得に向けて取り組める
よう、スモールステップで
丁寧な指導・支援体制を充
実させる。企業や上級学校
等と連携した工業教育を
充実させる。 

 
③引き続き生徒の安心・安
全を最大限優先し、以前と
同様の規模で学校行事や
生徒会活動を実施する方
法を工夫・検討していく。
主体的に取り組める充実
した内容の企画運営に努
めることで、生徒の学校生
活がより充実していくも
のとなるよう指導・支援す
る。 

２ 
生徒指導・
支援 

①個に応じた支
援のための組
織的な教育相
談体制を確立
す る と と も
に、基本的生
活習慣の確立
に向けたきめ
細かい生活指
導 に 取 り 組
む。 

②部活動の活性
化や各種コン
テスト、競技
会への参加を
通して、生徒
の達成感、連
帯感、責任感
を涵養する。 

 

①生徒一人ひとりが安
全で安心な学校生活
が送れるよう、教育
相談体制の充実を図
る。また、健康的な生
活習慣の確立を目指
した指導に取り組
む。 
 

②安全な活動方法に配
慮しながら、部活動
の活性化や各種コン
テスト、競技会への
参加を促し、活動の
定着化を図る。 

①多様化する課題に対
応するため、ＳＣお
よびＳＳＷとの連携
と活用を図るととも
にケース会議等を実
施し個別の生徒情報
を共有する中で組織
的な教育相談体制の
確立と周知をする。
また、基本的生活習
慣の確立に向けた登
校時の声掛けを継続
する。 
 

②生徒の安心・安全を
最大限優先した活動
をしながら大会等へ
の参加といった目標
を設定し、生徒の加
入率向上と活性化を
めざす。 

①今年度から配置さ
れたＳＳＷ及びこ
れまでに関係性を
築いたＳＣとの連
携を図り、生徒のア
ンケート結果に問
題があった場合等
において個々の生
徒のニーズに迅速
かつ適切に対応で
きたか基本的生活
習慣の確立により、
生徒の遅刻数が減
少したか。 
 

②部活動中のケガや
コロナ感染リスク
を避けながら、生徒
が安全に練習およ
び大会・コンテスト
などに参加できた
か。 

①かながわ子どもサポ
ートドックの調査も
踏まえながら、正門・
昇降口において生徒
の体調把握と基本的
生活習慣の確立に向
けた登校指導・声かけ
を毎日行い、個別指導
へつなげることがで
きた。 

 
②昨年度より部活動の
参加者が増加した。特
にﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部は全日
制と合同練習して全
国大会へ出場した。今
年度も西相・湘南地区
定時制通信制ｽﾎﾟｰﾂ大
会へ出場した。年末に
はｺﾝﾋﾟｭｰﾀ部がﾏｲｺﾝｶｰ
全国大会に出場・完走
し結果を残した。 

①コロナ感染者数
が減少してきた
ことからか、生徒
達の緊張感が緩
んできているよ
うに感じられ、生
徒の登校時間も
遅れ気味になっ
てきている。基本
的生活習慣の定
着を目指し、校内
指導体制の充実
を図る。  

 
②部活動やその他

の運動の時間に
ついて、引続き感
染状況に注意を
しながら、怪我等
のアクシデント
や感染症を防ぐ
活動方法を検討・
推進していく。  

①生徒個々の生活習慣を
把握して個別の指導計
画を立てておられるこ
とに敬意を表します。今
後も郊外の関係組織と
も連携し、自立した職業
人の育成のためにご尽
力をお願いしたい。 
 

②目標は達成できている
と考えられる。 
部活動は高校時代に夢
中になれるものの一つ
です。活動を希望する
生徒の支援を今後も大
事にしてほしい。 
生徒の皆さんの、安全・
安心かつ充実感・満足
感のある学校生活に向
けて、ご指導、ご支援を
よろしくお願いしま
す。 

 

①登校指導により生徒
の対応から気持ちの
浮き沈み等を見取る
ことができ、問題発
生前に先回りした対
応につなげることが
できた。 

 
②部活動においては、
安全に練習活動をす
る生徒が徐々に増加
し、大会にも参加す
ることができた。特
にﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部は定通
全国大会に出場し団
体戦３位。ﾊﾟｿｺﾝ部は
ﾏｲｺﾝｶｰﾗﾘｰ全国大会
に出場する等、好成
績を収めた。引き続
き活動の活性化をめ
ざしたい。 

①登校時における声掛けは
毎日実施しているが、そ
の時間に登校してくる生
徒の顔ぶれは決まってい
る状態。個々の生徒の状
況を的確に把握し個別の
対応をしながら基本的生
活習慣の確立に向けて適
切な対応をし、全体的な
生徒の登校時間がもう少
し早められる方策を検討
する。 

 
②これからも生徒の安心・
安全かつ充実感・満足感
のある活動を最大限優先
しながら、引き続き部活
動への加入率向上をめざ
して活性化と大会等への
参加促進を図っていく。 

 

３ 
進路指導・
支援 

①生徒一人ひと
りの進路実現
に 向 け た 指
導、支援の充

①生徒一人ひとりが卒
業後の進路に対して
具体的なイメージを
持てるよう、組織的

①生徒の進路希望につ
いてLHRや専門科目、
個別面談の機会を通
して聞き取った情報

①生徒が持つ進路希
望について聴き取
り、職員間での情報
共有ができたか。生

①生徒が主体的に取り組
めるよう支援したこ
とで、卒業予定者７名
中、３名が就職内定

①入学当初より進
路活動に向けた
意識付けを継続
しながら、学年や

①卒業生の進路未定者が
いないのはキャリア教
育の成果が出ていると
思う。 

①職員全体で情報共有
し、卒業生７名に対
し、就職希望３名・進
学希望１名が合格、

①人数が少ないこともあ
り、HR だけではなく授業
中や雑談の際に本人から
出た言葉など様々な状況



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月 15日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

実を図る。 
 
②これからの時

代を生きて行
くうえで必要
な資質や能力
を育成するた
めのキャリア
教育を推進す
る 

 
 
 

な指導を徹底する。 
 
②LHR 等を効果的に活
用し、組織的な進路
指導及びキャリア教
育を推進するための
プログラムの充実を
図る。 

を教員全体で共有
し、生徒が主体的に
進路実現を叶えられ
る様な支援体制を整
える。 

 
②昨年度に引き続き、
就職後の社会生活に
おいて困りごとが起
きないよう、ソーシ
ャルスキルトレーニ
ングのようなキャリ
ア教育実践プログラ
ムの構築をめざす。 

徒自らが主体的に
進路実現に向けた
取り組みができる
よう、意識付けと支
援ができたか。 

 
②キャリア教育で目
標とした身に付け
させる力の獲得に
沿った企画を実現
することができた
か。 

し、１名が専門学校に
合格できた。２名は進
学活動を継続中で、他
１名は有職者であり、
卒業後も現在の仕事
を継続する。  

 
②今年度は例年実施して

いる、本校卒業生を招
いての進路懇談会を
小田原高校の生徒も
招き実施することが
できた。担任や各科の
教員からのキャリア
教育によって生徒の
キャリア意識が高ま
った。 

進路担当だけで
なく全体で連携
して組織的に支
援できるような
体制を構築する。  

 
 
②卒業後の社会生
活において起こ
りうる困難な事
に対応ができる
ようにソーシャ
ルスキルトレー
ニングなど、キャ
リア教育に資す
る内容の実施を
検討する。 

職員の情報共有がどの
ように活かされたのか
校内評価に反映してい
ただきたい。 
 

②工業高校ならではのイ
ンターンシップやデュ
アルシステムを活用し
た進路支援も充実して
ほしい。 
キャリア教育ととも
に、ライフプランまで
含めた将来像をイメー
ジさせる内容が含まれ
るとさらに充実すると
考える。 

１名は有職者で仕事
を継続。２名が進学
活動を継続中である
が、希望に沿った適
切な進路支援ができ
た。 

 
②今年度は本校卒業生
を招いての進路懇談
会の他にＳＳＷによ
る講演会を実施し、
何を大切に生きてい
くのかと仕事との関
係について学ぶ事が
できキャリア意識を
高めることができ
た。 

を多面的に拾い共有する
ことで個々の生徒が進路
に対してどのような希望
をもっているか確度を上
げて把握することがで
き、今後も継続していく。 

 
②今年度は SSW による講演
会を実施し、仕事に対する
心構えについて学ぶ事が
できたので引き続き SSW
の他にも SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)
による講演等もいただき
ながら心理的な面からも
将来について考える機会
を継続する。 

４ 
地域等との
協働 

①地域産業や地
域社会との連
携、協働によ
る教育活動の
充実に取り組
む。 

 
②地域や中学生
に工業高校の
魅力・特色を
発信するため
広報活動の充
実を図る。 

 

①様々な教育活動にお
いて、地域等との連
携、協働の場面を設け
て教育活動の充実を
図る。 

 
②本校定時制の特色や
学校行事の様子、学
校説明会等の情報を
地域や中学校にアピ
ールするため、ＨＰ
などを活用し、魅力
ある取り組みや活動
等の広報活動を充実
させる。 

①行事や地域貢献活動
において、地域や保
護者等と連携しなが
ら徐々にコロナ以前
の活動状況に戻せる
よう、生徒の主体的
活動の促進と内容の
充実を図る。 

 
②学校の特色がより分
かる、学校行事や生
徒会活動、部活動を
発信するだけではな
く、日頃の授業や実
習など普段の工業高
校らしい様子も随時
発信していく。 

①体育祭、文化祭、マ
ラソン大会といっ
た行事において参
加される地域や保
護者の方々の安心・
安全を優先しなが
ら実施ができたか。
生徒が主体的に取
り組める内容であ
ったか。 

 
②ＨＰをこまめに更
新し、その内容を充
実することができ
たか。また、定時制
の広報活動の充実
を図ることができ
たか。 

①マラソン大会、体育祭
に多くのＰＴＡ保護
者の参加や協力を得
ることができた。これ
までと比較し、生徒が
行事へ主体的に出席
している様子が多く
みられるようになっ
てきた。 

 
②始業式や遠足、体育祭
等の行事や、日頃の授
業や実習の様子をＨＰ
に更新し、本校の魅
力・特色をアピールす
ることができた。 

①生徒の主体的な
活動の促進につ
なげていけるよ
う、様々な行事や
教育活動につい
て引き続き地域
との連携・協働し
た活動の推進に
向け検討してい
く。 

 
②学校説明会や学
校見学に興味を
持ってもらえる
よう、学校紹介を
より分かりやす
く工夫する。 

①地域貢献は生徒の自己
肯定感を高める活動の
一つです。今後は予備日
を設けるなど、実施を推
進してほしい。地域等と
の連携はソーシャルス
キル獲得の実践の場と
しても活かすと良い。 
 

②中学校の先生対象の学
校見学会を実施するな
ど、学校の魅力を発信し
てほしい。 
ＨＰの更新頻度が多く
評価できる。 
他校との比較などを盛
り込んで、定時制の魅
力、特色の発信にもっと
意識を向けるとより充
実すると考える。  

①マラソン大会、体育
祭に多くのＰＴＡ保
護者の参加をしてい
ただけ、生徒達が以
前よりも各行事へ主
体的に参加する姿が
見られたが、地域貢
献活動は悪天候によ
り中止となった。 

 
②ＨＰを活用し、定時
制の生徒の活動や学
校の様子を、地域や
中学校に発信するこ
とができた。ただし、
全日制との違いや工
業高校としての特色
である資格取得など
の具体的な内容の説
明が課題である。 

①引き続き各行事に積極的
にＰＴＡ保護者の参加を
お願いし、地域との連携・
協働した活動の推進に向
け、悪天候時の予備日の
設定等、地域貢献活動へ
の実施を推進する方法に
ついて検討していく。 

 
②ＨＰを通じて、本校の魅
力・特色を発信できるよ
う、内容を精査する必要
がある。また、中学校教員
への説明会や見学会を行
い、他課程よりも丁寧で
柔軟な取り組みが行える
ことを伝えていきたい。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒が安心し
て学校生活を
送れるよう学
習 環 境 の 整
備、防災体制
の整備に取り
組む。 

 
②研修による意
識啓発、業務
の共有、協働、
効率化をめざ
し、働き方改
革の推進と事
故不祥事の未
然 防 止 を 図
る。 

 
 
 
 

①感染防止対策を講じ
た学習環境の整備と
ICT の活用に向けた
校内体制の整備の充
実を図る。また、生徒
の防災意識の向上と
校内防災体制の強化
を図る。 

 
②各グループ・班の業
務内容や分担を再点
検し、業務の相互補
助や協働を進め、効
率化と進行管理の徹
底を図る。また、事故
不祥事防止研修会を
定期的に開催するこ
とで、当事者意識を
醸成し、事故の未然
防止につなげる。 

①検温や手指消毒の徹
底を図り、感染防止
への意識を向上させ
る。ICT の活用に向け
て生徒への支援、教
員の研修を充実させ
る。また、防災訓練や
防災教室を実施し、
周囲の協力、状況に
応じた生徒の防災行
動を身に付けさせ
る。 

 
②各業務の共有化によ
り、主・副担当の相互
補助を進め、必要に
応じて全体での協働
作業による効率化を
図るとともにＧＬや
班長は、業務の進行
管理に気を配る。 

①感染防止対策を徹
底することができ
たか。 

 生徒も教員も ICT
活用に取り組むこ
とができたか。 

 防災訓練や防災講
演会の実施により、
生徒の防災意識の
向上を図ることが
できたか。また、地
域・保護者との協力
体制を整備するこ
とができたか。 

 
②職員相互の連携が
取れて、業務が一人
に集中することな
く、遅滞や事故なく
業務が遂行できた
か。 

①校内での感染防止対
策を徹底することが
できた。ICT を活用し
た授業づくりの支援
として教員の研修を
行い、意識が高まっ
た。６月の夜間防災訓
練・防災講演で、生徒
の防災意識の向上に
役立てた。また、地域
住民や保護者との連
携を図ることができ
た。 

 
②各グループ、各班の業
務改善が進み、また、
業務の進行等に関し
て、職員全体に Teams
掲示板等で共有する方
法が浸透したことで円
滑な業務の遂行、進捗
管理ができた。 

①生徒の感染対策
意識が下がらな
いよう、注意喚起
を継続する。ICT
活用に向けての
教員同士の情報
共有を継続する。 
今後行われる防
災教室において
も、地域と連携を
取り、情報共有が
とれるよう検討
する。 
 

②全職員相互の連
携や各グループ
リーダーの的確
な進捗管理によ
り、業務が円滑に
進んでいる。引続
き、不祥事防止を
徹底し、各業務を
遺漏なく進める。 

①小中学校での ICT 活用
の実態を把握して、高校
における活用について
職員研修を充実させて
ください。 
地域・保護者と連携した
夜間防災訓練が実施で
きたことは防災意識の
向上に役立ったと思い
ます。避難用具の整備に
も尽力してほしい。 
 

②管理職を含め、特定の職
員に業務が集中するこ
とがないように、業務の
進行管理を全体で共有
することは大事です。引
き続き風通しの良い職
場環境の構築に努力し
てください。場合によっ
ては専門家や外部の業
者を活用するなど環境
を整えてもらいたい。 

①感染症防止の意識は
高まり、日常の習慣
として定着し継続さ
れるようになった。
生徒や教員がより
ICT を活用できるよ
う引き続き研修や情
報共有を行う。地域
との連携した夜間防
災訓練が実施でき、
地域との協力体制を
整備することができ
た。 
 

②各グループリーダー
や班長に業務の負担
が大きくなる時期が
あった。不祥事防止
研修会等を通じて啓
発活動を継続した。
TEAMS による服務の
徹底を図った。 

①活用例の提示や授業見学
での実践などの資料を集
め、閲覧が可能なように
まとめる。 
 

②職員相互の連携により、
業務が一人に集中するこ
となく、遅滞や事故なく
業務が遂行できるよう
に、職員全体で業務の標
準化をさらに進める。事
故や不祥事は、いつ、どの
ような状況で起こるかわ
からない。引き続き、当事
者意識を持てるような研
修等を実践すると同時
に、働き方改革を柱に事
故の起こりにくい職場環
境整備を進めていく。 

 


